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主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  
バルト海帝国を事例とした礫岩国家の歴史的ダイナミズムに関する研究 

研究計画 Research Plan  

 今年度の研究は、①近世ヨーロッパにおける複合政体論の整理、②近代ヨーロッパにおけるアジア認識の

変化に着目したヨーロッパ境界論を軸に進められる。基盤研究（B）「歴史的ヨーロッパにおける複合政体

のダイナミズムに関する国際比較研究」は今年度３年目を迎えるが、来年度に開催予定の国際シンポジウム

を前に今年度は日本側の研究者による複合政体論を整理する。その際、北欧史の観点からは、スコーネ地方

の「バルト海帝国」への合同という事例から「礫岩のような国家」の具体例像が整理されよう。またこれと

は別に、今年度から開始された基盤研究（A）「ヨーロッパ東部境界地域における他者概念の形成と空間的

再構成」に参画して、アジア認識の変化からヨーロッパ境界の構築プロセスを明らかにする目的にたって、

スウェーデンの歴史家 H.イャーネの日本史叙述に関する分析を開始する。またトランスナショナルな視座

に立った近世史研究の可能性を模索するべく、アジアとヨーロッパの媒介者としてのスウェーデンの経験の

前提となった「バルト海帝国」に特有な世界観を可視化するために実現された学問体系を討究を進め、今年

度も挑戦的萌芽研究に「世界の叙法と近世日本 - 日本体験を補助線とする近世史研究の総合」を申請する。 

共同研究可能な分野 

Research Fields feasible 

for joint research   

西洋史 東洋史 日本史 史学一般 地域研究 

キーワード Keywords 国家形成 複合王朝 複合国家 礫岩国家 ヨーロッパ 

 


